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水 稲 中 苗 育 苗 に お け る 施 肥 窒 素 の 動 向

第 2報 覆土施用窒素および形態別施用窒素の吸収利用
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素態および硝酸態 Nの吸収利用について検討 した。

:ま え が き

近年 ,青森県においても機械移植苗の育薔に人工床土を

用いる農家が増えてきたが,市販の人工床土には出芽速度

が遅かったり,ま た,出芽揃が悪いという覆土性に欠ける

ものが少なくない。現場ではその対応策として,箱 内床土

(覆上下の床土 )に 人工床土,覆土には出芽が良好な黒ボ

ク土等を使用 し,一応の成果をおさめている。 しか しなが

ら,覆土への窒素施肥の意義については未だ明らかにされ

てない。

また,育苗施肥技術の多様化に伴い,現在指導 している

硫安と形態の異なる窒素質月巴料,た とえば,尿素 ,硝安な

どを施 したりする例がみられ,そのIIE効 の差等についての

検討が普及指導の場から望まれてきた。

以上の問題を解明するために,15N標 識窒素を用い,覆

土施用窒素および形態別施用窒素のまによる吸収利用につ

いて検討 した。

2 試 験 方 法

昭和54年 に覆土施用窒素 (試験 I),昭和53年 に形態″1

施用窒素 (試験■ )に ついて検討 した。品種 レイメイを箱

当りllX1 7散 播 し,育苗バウスに平置,'日 間 (1)お よび

6日 間 (■ )シルバーボリトウで被覆 し出芽させた。育苗箱

は開孔率13%の 有子L箱 を用い,翻巴は箱内(覆土と覆土下

床土の合計 )に はN,P205,K20と も箱当り成分で25′

を全量基llEで施 し,箱下置床には″当り成分でN,K2015

7,P20523′ を耕±15θπに全層施肥 した。苗立枯病防除

のためタチガレン粉剤を箱内に8′ 施 し,供試上壌は箱内,

箱 ドとも土性壊上の腐植質火山灰上壊で,覆■5爾 ,覆土

下床土 (以後,単 に床土という)"卸の厚さで育苗 した。

育苗はパイプハウス 畑方式で行った。

1 試験 Iの 覆土施用窒素の吸収利用試験は図 1の ごと

く,覆上には15N標
識硫安をN成分で05夕 ,床 土には普

通硫安で20,施用 した。

2 試験■の形態別施用窒素の吸収利用試験 15N標 識硫

安,尿素および硝酸カルンウムを用い,ア ンモニア態 ,尿
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図 1 覆土施用Nの標識方法

3 試 験 結 果

1 試験 I 覆土施用窒素の吸収利用

苗の生育状況 : 本年は育苗期間中,低温,少照に経

過 したので,苗の生育は緩慢となり,播種後35日 日の調査

では苗長 128“ ,業数38葉 ,地上部重 184″/本 ,充実

度 14り′ πと,や や,小 さめの首になった。

苗体のN濃度およびN吸収量 : 地上部のN濃度は播

種後25日 日までは56～ 59¢ ,30～ 35日 目は5%前後,40

日日は45%と生育後半になるにつれて低下した。また,

地 F部 (箱 内の根+播種籾 )で は,播種時のllL芽籾の濃度

は115%で あるが,播種後25日 日頃までN濃度が上昇し,

それ以降は18～ 19%で ,I工ぼ一定の値になった。苗のN

吸収量は,直線的に増加し,40日 目には箱内施1巴全量 25

夕の約16倍に当たる41夕 吸収した。

表 1 苗の生育状況およびN含有率

藪
苗 長

(m)

葉 数

(葉 )

|II書 m晴 充実度

(1%た 2〕

N含有率(%)

(げふ 地上部 地下部

15日 目 18 30 07 5 62 137

20″ 20 53 587 163

25″ 11 5 87 188

∞ ″ 11 3 127 11 5“ 1 80

35 ″ 128
´
33 498 1 90

40  ″ 24 4

注 地下部は箱内の根 と播種籾の合計。
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覆土施用窒素の苗による吸収 : 覆土施用窒素は生育

初期から積極的に薔に吸収され,播種後15日 日の覆土Nの

苗による利用率は21%,25日 目55%,40日 目で78%と 高い。

このように覆土施用Nの利用率が高いのは,①灌水による

覆土施用Nお よび覆土そのものの下層 (床土 )へ の移動 ,

② 出芽時の籾のもち上がり等による覆ILEでの吸収根の発

達が考えられる。また,苗体N全量に占める覆土施用Nの

割合は8～ 12%で ,各時期ともほぼ一定の値を示している。

このことは苗のN吸収量の増大に伴い,覆土施用Nの吸収

量 とも増大するということを意味 している。
0釉
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播 種 後 日数     (H日 )

図 3 N吸 収量

苗初期は20日 目 (45～ 46%)ま で増大 したが ,以降 ,低 下

し,35日 日は38～41%に なった。硝酸カルシウム区は育苗

後半まで施肥 Nの 体内に占める割合が増大し,35日 日には

42%と なった。

表2 施肥Nの利用率および体内に占める割合

沐
施肥

19ヂ
用率 撼肥Nの i

野める割

硫 安 尿  素
硝 酸 カ
ルシウム 硫 安 尿 素

酸 カ
シウム

5日 日 32 9 8

10 ″ 14 4 15

15 ″ 40 13

20″ 536 512 232 45 46 31

25 ″ 46

30 ″ 77 6 42

35 ″ 752 42

注 施肥 Nの苗体内に占める割合は各時期の全吸収量
を1∞ とした。

4 ま  と  め

1 覆土施用窒素は育苗初期から積極的に苗体内に取 り

込まれ,播種後40日 目で78%と 高い利用率を示 し,こ の値

は箱内全体に施 した窒素質1巴料 (第 1報 の箱内基肥N70,

%,第 2報の試験Ⅱ硫安704¢ )と 同程度もしくはそれ以

上であることから,中苗育苗での箱内窒素施用量は覆土と

床上に含まれる窒素の合計量で考えるべきで,人工床土等

を床上に用い,肥料の入らない土攘 を覆土に用いる場合は

N全量 としては少な目になる可能性があるので,育苗後半

における追肥等の対策を考えなければならない。

2 形態別施用窒素試験では,硫安 と尿素とは施肥窒素

の苗による利用率および苗体に占める割合が同等に経過 し

ていることから,窒素の肥効 ■羊がないものと判断された。

なお,硝酸カルシウムは初期に出芽抑制がみられ,そ の後

の生育も緩慢であったので,施肥窒素の利用率および体内

に占める割合が極めて低く経過 しているおり,今後,養分

吸収以前の問題として,出芽障害の要因について解明する

必要がある。
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図2 Nの吸収状況

2 試験I 形態別施用窒素の吸収利用

苗の生育状況 (データ略 ): 育苗期間中好天に恵ま

れ,苗の生育は順調に経過 したが ,硝酸カルシウム区のみ

に出芽抑制がみられ,生育初期から硫安 ,尿素区よりも生

育が極めて劣った。播種後35日 目の百長 (磁 )―葉数 (葉 )

―地上部重 (″/体 )― 充実度 (りた 2)は 硫安区 151-
36-227-15,尿 素区 133-36-208-16.硝 酸

カルシウム区 102-34-125-12で ある。

N濃度の推移 (デ ータ略 ): 茎葉 ,根 (箱 内 )お よ

び播種籾の3倍位について測定 したが,3肥料区とも茎葉

および根のN濃度は育苗の初期に高 く,後半低下し,肥料

間では尿素>硫安>硝酸 カルシウムの順に高くなっている。

播種籾は30日 目まで上昇 し,以後低下した。

N吸収量 : 硫安区と尿素区はほぼ同様の吸収経過を

程 し,日 数の経過に伴い直線に増大し,35日 目では箱当り

45～ 47夕 のN吸収がみられ,こ れは箱内施用量全量の

18～ 19倍にあたる。硝酸カルシウム区は苗の生育同様 ,

他の 2肥料区より極めて小さい値 となり,35日 日は 26′

で箱内施用量 とほぼ同量にとどまった。

施肥Nの利用率 : 播種後20日 日頃までは硫安区と尿

素区は同程度の利用率を示 し,それ以降は尿素区が若千上

回ったが,その差は小さい。硝酸カルシウム区は他の 2肥

料区よりも極めて低い利用率 となった。各窒素質月巴料の最

高利用率は硫安 714%,尿素 776%,硝酸ヵルシウム436

%である。

施肥 Nの苗体内に占める割合 : 硫安区と尿素区は育
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